
落果防止剤「ヒオモン水溶剤」が‘秋甘泉’の果実品質に及ぼす影響 

１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

   「ヒオモン水溶剤」は、他の落果防止剤より使用可能期間が広く（収穫予定日の 21～

４日前）、収穫時期の異なる品種が混植されている園でも使いやすい剤である。一方、

‘新甘泉’と‘秋甘泉’の混植園において８月中旬に散布したところ、‘秋甘泉’の糖

度が１度程度低くなり、成熟遅延の可能性が指摘された（2014 年）。そこで、ヒオモン

水溶剤の散布時期の違いによる‘秋甘泉’の果実品質への影響について検討した。 

 

（２）情報・成果の要約 

 １） ‘新甘泉’との混植園において、‘新甘泉’の落果防止を目的としてヒオモン水

溶剤を散布（８月中旬）した場合、‘秋甘泉’は、満開日からヒオモン散布までの

経過日数が短いほど糖度が低下する可能性が示唆された。 

２） 一方、‘秋甘泉’の落果防止を目的とした収穫４～５日前（９月上旬）のヒオモ

ン散布は果実品質に影響は見られなかった。 

２ 試験成果の概要 

（１）第１表のとおり処理区を設けた。第２表に示した日程で、落果防止剤の散布と果実品

質（果重、果色、糖度、熟度）を調査した。 

 

第１表 処理区の構成 

処理区 
薬剤名 ８月 ９月 

（希釈倍率） 中旬 下旬 上旬 

ヒオモン区 ヒオモン水溶剤

（2,000 倍） 

   

無処理区 －    

�：薬剤散布、�：収穫 

 

第２表 満開日と試験スケジュール 

調査年 満開日 散布日  調査日 

2014 ４/12 ８/14 (124)z  ９/18 

2015 ４/13 ８/23（132）  ９/15 

2019 ４/13 ８/22（131）  ９/12 

2020 ４/14 ８/18（126）  ９/８ 

2021 ４/２ ８/16（136）  ９/６ 

z：散布日の括弧内の数字は、満開日から薬剤散布日までの日数を示す。 
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（２） 2014 年と 2020 年に「ヒオモン区」の糖度が、「無処理区」と比較して低かった（第

３表）。 

（３） 試験を行なった５年間について、「ヒオモン区」と「無処理区」の糖度差と、満開

日からヒオモン散布日までの日数の関係について検討を行なった結果、満開日からの

経過日数が短いほど、「ヒオモン区」と「無処理区」の糖度差は大きかった（第１図）。 

（４） 収穫４～５日前のヒオモン散布は果実品質に影響は見られなかった（データ省略）。 

（５） 以上の結果、‘秋甘泉’では、満開日からヒオモン散布までの日数が短い場合、果

実糖度が低下する可能性が示唆された。 
 

第３表 落果防止剤の散布が‘秋甘泉’の糖度 zに及ぼす影響（単位：°Brix） 

処理区 2014 2015 2019 2020 2021 

ヒオモン区 12.5 12.7 13.2 13.9 13.0 

無処理区 13.4 13.1 13.5 14.4 13.1 

有意差 y * ns ns * ns 

z：三井金属計測機工(株)製 Brixcan「南水」モードで測定後、30 果の実測値(ATAGO 社製 SMART-1)により補正。 

y：スチューデントの t検定により、＊は５％レベルで有意差があることを、ns は有意差がないことを示す。 

 

 
第１図 ‘秋甘泉’におけるヒオモン区の満開後日数と無処理区との糖度差の関係（2014～2015、2019

～2021） 
z：糖度差 = ヒオモン区の糖度 - 無処理区の糖度 

y：満開日からヒオモン水溶剤散布日までの日数。 

 

３ 利用上の留意点 

新甘泉’と‘秋甘泉’の混植園では、落果防止剤の種類と散布時期に注意する。 

４ 試験担当者 
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